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　科学技術 分野 に お け る英 語 の 使用 動向 を データ ベ ース を検 索す る こ とに よっ て 定量的 に 示 し た．

化学分野 の 代表的なデ
ー

タ ベ ー
ス で あ る CA フ ァ イ ル を対象に 雑誌論文 に 用 い られる主要言語 の 30

年間 に わ た る使用動向を調 べ た ．英語の 使 用割合は 1970 年 の 54％ か ら2000年に は 82％ に達 して い

る．こ の シ ェ ア増加 は非英語国民 の 英語論文投稿の 増加 に よ る．国際語た る英語による発表 は読者

数 の 拡大な ど著者に とっ て もメ リ ッ トは 大 きい ．本稿 で は 英 語 の 歴史，一般社会 で の 英語 使 用 の 現

状，世界 の 言語 に つ い て も論 じた ，
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1　 まえがき

　近年，英語 は あ ら ゆる分野で 広 く用 い られ る よ うに

な っ て きたが，科学技術 の 分 野 も例外 で は なく，む し

ろ他の 分野 よ り進ん で い ると考え られる．しか し，こ

の 英語化の 動 きを定量的 に扱っ た論文
1・2｝

は まれ で あ

る．そ こ で，デ
ー

タベ ー
ス を検索す るこ とによ り科学

技術分野 に お ける英語化 の 動向を定量的に 調 べ る こ と

を試 み た，

　具体的に は化 学 分野 の デー
タ ベ ー

ス で あ る CA

（Chemical　Abstracts｝フ ァ イル を 対象に検索し，こ の

30年間にお ける英語 をは じめ主要言語 の 使用動 向，非

英語 国民 の 英語 の 使用動向な ど を調 べ た ．次 い で 英語

論文発表 σ）意義に つ い て論ずる とともに 今や国際語 と

な っ た 英語 の 歴 史や
一

般社会 で の 使用状況 ， 他 の 言語

の 現状 に つ い て も述べ る．

2 　 CA フ ァ イル

調査 の 対象 と した データベ ース は 米国，オ ハ イ オ 州 ，

コ u ン バ ス に あ る　Chemical　 Abstracts　 Service

（CAS ）が 作成 し て い る CA フ ァ イ ル で あ る．こ れは

1907年 の 創 刊 以 来 ，今 も発 行 され て い る冊 子 体の 抄録

誌 Chemical　 Abstracts の 電子版 で あ る ．電 子化は

1967年か らで ，こ の 電子化 され たデータ ベ ー
ス を CA

フ ァ イ ル とよん で い る，これは化学分野に お ける世界

中の 雑誌論文，特許，そ の 他の 文献に つ い て 作成 した

抄録を収録 した英文デ
ー

タ ベ ース で あ る．カ バ ーして

い る雑誌 は8，000誌以上，特許は30ヶ 国 の 特許 と国際

特許 で ある
ω ．

　CA フ ァ イ ル の 検索はイ ン ターネ ッ トで 利用 で きる

情報検索 シ ス テ ム

「
，STN 　on 　the　web を用 い た ．　 STN

（Scientific　and 　Technical　Informatiori　Network ）と

は 米国 の CAS ，ドイ ツ の Fiz　Karlsruhe ，日本 の 科学技

術振 興 事業 団 （ Japan　 Science　 and 　 Technology

Corporation，　 JST ）が 共 同で 提 供す る 国際的 な科学

技術情報ネ ッ トワーク で あ る．
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2．1 フ ァ イル
・サ イ ズ

　CA フ ァ イル は科学 技 術 の 分野 で は 最大規模を誇る

デ
ータ ベ ー

ス の 1 つ で ある．西暦 2000年に 収録 され た

全 文 献 は 72．5万件に の ぼ る．こ れを文献 の 種類別 に み

る と，雑誌論文 は 53万 件 （73％ ）と最も多く次い で特

許 （20％），会議論文 （4％ ），学位論文 （1，4％ 〉，単行

本 （0．7％），技術 レ ポー ト （0．26 ％ ） とな っ て い る、

雑誌論文 は 毎年全体 の 約 3／4を占め て い る．

　 こ の 調査 で は雑誌論文が 著者 の 言語使用状況を最 も

良く反映 して い る と考え，こ れ を調査の 対象 とし た．

図 1　 雑誌論文数 の 推移 （単位 ： 万 件）

132，133は 2000年発行の CA フ ァ イ ル の 巻数 で あ る

（CA は 1 年 に 2 巻発行 され る ）．VI は vQlume （巻），

issue （号〉 を 表 わ し，　 DT は document 　 type，　 J は

journalを表わす．

2．2　使用言語

　CA 収録 の 原論文 で の 使用言語 を列挙 させ て み る と

多 くの 言語 が使わ れ て い る の がわか る．主要言語 は も

と よ りア ラ ビ ア 語，バ ス ク語，ペ ル シ ャ 語，タ イ語な

どか らエ ス ペ ラン ト，イ ン ターリン ガな どの 入 工 言語

に ま で 及 ん で い る，全部 で 70種を越え る言語 が使わ れ

て い る，

3．検索結果

　上記 CA フ ァ イル を検索して 雑誌論文に用 い られ る

言語 の い くつ か の 動向を調 べ た．以下 に そ の 結 果 を示

す，

3．1 主要言語 の 使用動向

　原 文 の 使 用 言 語 が 英 語 で ある 全文献 の 数を求め る検

索式 は 次の よ うに なる．LA は ［anguage を表わす ．

　図 1 は CA フ ァ イ ル に 収録 され た雑誌論 文数 の こ こ

30年 間の 推移を 示 す．横軸 は 抄録 が CA フ ァ イ ル ，及

び，そ の 冊子体 で ある Chemical　Abstractsに 収録 さ

れ て 発行され た 年を示す．原 論文 が 元 の 雑誌に掲載さ

れた時期 とCA フ ァ イ ル 発行の 時期との タ イ ム ラ グは

長 くて 数 ヶ 月 で あ る．

　2000年に 収録 され た雑誌論文数 を求め る検索式 は

次 の よ うに な る
4 ）．

ENILA （2）

　2000年 に 収録 され た 英語 の 雑誌論文数 を求め るに

は （1）式 と（2）式 を and を使 っ て 論理積を作れ ば よ い．

表 1 は 主要言語 の こ の 40年間 の 使用 割 合 の 推移 を示

したもの で あ る．1970年以降の 値は検索結果 の データ

で あ る が，1961年 と1965 年 の 値 は CAS の ス タ ッ フ の

発表論文に掲載され て い た データで ある
51 ．

（132 ？　 or 　l33 ？）／VI　 and 　J／DT （1）

表 1　 雑誌論文の使用言語割合の 推移 （単位 ：％ ）

196119651970197519801985199019952000

英　 　 　語 43 ．3 52．0 54，2 58．3 63．3 70．2 74．2 80．0 82ユ

ロ シ ア 語 18．4 20．0 21，7 23．2 18．3 13．4 lL7 5．0 2．9

ド イ ツ 語 12．3 9．8 7．4 5ユ 4．2 3．4 2．9 2．1 LO

フ ラ ン ス 語 5．2 5．1 4．8 3．2 2．2 1．4 0．8 0，7 o．4

日　 本　 語 6．3 4．0 3．7 3．4 5．4 5．0 4 ．3 4．6 4．3

中　 国 　 語
一 一 一 一 一 2．6 3，6 4，8 7．1
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科学技術分野 に お け る英 語 の 使 用 動向

　 こ の 40年間 の 各言語 の 使用 度合の 消長は著 しい ．他

の 言語 の 使用割合 が 低下または低迷 して い る の に 対 し，

ひ と り英語 だけが増加 の
一

途をた ど っ て い る ．1961

年 の 43 ％ か ら2000年 に は 82 ％ と倍増の 勢い で あ る．な

お 中国語 に つ い て は データ量が 少 な い の で 1980年以

前 の 値 は 略 した．

　 1970年以降の デー
タを図示 した の が 図 2 で あ る．図

に は 会議論文 の 英語 使用割合 も示 した，雑誌論文 よ り

英語化は速 く1990年以降 は92’−969・の 割合を占め て

い る ．

ニ ュ
ージー

ラ ン ド（NZ ），イ ン ド（INDIA），

イ ス ラ エ ル （ISRAEL ），南ア フ リカ（S　AFR ）．

　 こ れ ら の CYA コ ー
ドを or で 結合 し たもの を（1）式，

（2）式 と and 結合すれば 2000年に 英語国民 が 書 い た

英語雑誌論文 の 数 を求 める検 索式 が得られ る．

　図 3 に 非英語国民 の 書い た英語雑誌論文 の 割合 を示

す．1970 年に は 31 ％ に過ぎなか っ た もの が 2000 年

に は 58％ に な っ て い る．

100000000000

9876543210

．一

．

一

1970 　1975　1980　@1985 　1990 　1995 　200

蓑 蘿 輪
図2 　主要言語の使用割 合の推 移（単 位 ％

3．2　非英語 国民の英語論文の

表 　 このよ う な 英語 論文 の 増 加 は 通 常 の 生 活で は

語 を 使 っ てい な い国民が今 や国 際 語とな った英語

論文を 発表 す る よ うにな っ て き たた

で あ る ． 　この間の事情 を
著

者所属国コード（CYA ，　c

ntryof 　 author ） を用いて 調べた ． 英 語 を母

ま た は 公 用 語 として用いている国を 英 語使用国，

の国 民 を英語 国 民とし，これ以外を 非英 語国 ，非

語国 民 と言

こ とにする． 　主 要 な 英 語 使用 国 として 次

国 々 を 選 ん だ、 （ ）

烽 ﾍ 国コードである ． 米国（US

п C カナダ（CAN ）， 英国（UK，　 ENGL ，　SCOT

，
ア

イ ルランド （IRE ） オーストラ リ ア（AU

RALIA ，　 AUST ） 図 3 　 英 語

文のうち非英語 国 民の 書いた 　　

英語論文の割合（単位：96 ） 3 ．

e 国 に おける英 語論文増 加の 動 向 　こ の 30 年の 間

，い ずれの 国 で も 英 語 で論文 を 書 く 割 合 が 増 え て

て い る ． こ の 間 の

況を 次の4つ の
国

について調べ

． 日 本（CY

Rード は JAPAN ） フ ランス（FR） 「日ソ連諸国（

SR ，　RUSSIA ，　UKRAIN

j 中 国 （ PEOP 　REP 　 CHINA ） 　

4 はこれ らの国から の 英語雑誌論文の 占 め
る

割合 の 推

を示

． 中 国 は 1985 年以降 の データ だ けを示し た ． 　 フラ

スは1970 年の 16 ％から 2000 年には93 ％と

文化率が 急増している ．日 本 は 以 前から 英文化率 は 高

2000 年には 689 ・となっている．旧ソ連諸国 ではグ

ス ノ ス チ（ 情 報 公開 ） 運 動 や連

崩
壊（19

）を経
て

英 語 に に よ る 発表 が急増し て い る ． 一 131 一
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L；／leE． ：． ＝羅詞
図 4　各国の 雑誌論文 の うち英語論文の

　　　占め る割合 （単位 ： ％ ）

4 ．英語論文発表の 意義

　こ の 意義は次の 3 つ の 観点 か ら考え る こ とが で き よ

う．

1 ＞読者に とっ て

　表 1 か ら分か る よ うに 現在，英語 が読 めれば世界 の

化学論文 の 82％を原論文 で 読む こ とが で き る．他の外

国語 を修得す る必要性は 以前に較べ れば大幅に減 っ て

いる．

2 ）情報 の 流通 に とっ て

　通常，原 論文 は情報作成機 関などに よ っ て 抄録作成

キーワ
ー

ド，分類 の 付与 な ど の 情報加 工 の 段階を経て

デ
ー

タベ ー
ス に収録 され る．利用者の 情報探索の 便 を

図るた め である．原文が英語な ら情報加 工 も早 くなり

情報の 流通 も促進 され る，

3 ）著者に とっ て

　原文が国際語た る英語 で 書 か れ て お れ ば多くの 読者

に読んで もらえる．例 えば，原文が 日本語 と英語 の 場

合を較べ る と，分野 に よっ て も異 な る が読者は数倍か

ら十数倍に広がろ う．

　自分 の 論 文 が多 くの 読者 に 読まれ，そ の 成果が認め

られ ， 読者からの 反応 を受ける こ とは著者に とっ て 嬉

しい こ とで あ る．これが，また更 に 研究 へ の 意欲を駆

り立 て る動機 にな っ て い る こ とは広 く知 ら れ て い る。

5 ．英語 に つ い て

　英語 は科学技術分 野 を 始 め 多くの 分野 で 世界的な共

通語 と して 広 く用い られて きて お り，その重要性 は 高

ま りつ つ あ る．こ こ で は 今や国際語 とな っ た 英語 に つ

い て，その 歴史，
一

般社会で の 使用状況，他 の 言語 と

の 関連な どに つ い て 簡単に 触れ て み る こ とにする，

5．1 英語の 歴史
6’7）

　Englishとは Angle（また は Engle）人 の 話す言葉

とい う意味で ある．Angle 人はも と も と現在の デ ン マ

ーク と の 国境に近 い 北 ドイ ツ に住ん で い たが 5 世紀半

ばに ブ リテ ン 島に渡 り定住 した．彼等 の 言語 が英語の

始ま りで あ る，

　こ れか ら分 か る よ うに英語は ドイ ツ 語，オ ラン ダ語，

デン マ
ーク 語な ど と同様 に ゲ ル マ ン 語族 に 属す る．こ

れ に 対 し，ス ペ イ ン 語，フ ラ ン ス 語 ， イタ リア 語な ど

は ロ マ ン ス 語族に 属 して い る，だ が，こ れ ら の 言語は，

い ずれ も共通 の 祖語 ，印欧祖語 か ら派生 したもの と考

え られ ，
大 き く は 印欧 語 族 に 属 し て い る．

　英語 は ゲル 々 ン 語族 に属す る と は い うもの の 英語 の

語彙 の 多くは フ ラ ン ス 語 に似 て い るの も事実で あ る．

これ は 11世紀 に起 こ っ た ノ ル マ ン 人 の イ ギ リス 征服

（ノ ル マ ン
・

コ ン ク エ ス ト）にそ の 原 因を求め る こ と

が で き る，9・−10世紀 に デ ン マ ーク 人 （北方 の 人 の 意

味で ノ ル マ ン 入 とい う）が フ ラン ス に定住 し フ ラ ン ス

語を使 うよ うに な っ た 後 で イ ギ リス を征服 し た の で あ

る．こ の 後，数世紀に わた っ て フ ラ ン ス 語や，ギ リシ

ャ 語 ，ラ テ ン 語 が フ ラン ス 語 を通 じ て 流入 しでい る．

現在 で もフ ラ ン ス 語 か らの借入 語 が最 も多 い と言 わ れ

て い る．

　 時代 の 流れ とともに英語 も変化 し て い る．普通，英

語 を時代区分する場合，次 の 3 つ に分けられ る．

古英語　 （Old　English，　OE ，700− 1100年）

中英語　 （Middle　English ，　ME ，1100〜1500 年）

近代英語 （Modern 　English，　ModE ，1500・一現代）

　古英語 は 現代 ドイ ツ 語 に似て い て 語尾変化は複雑 で

あ っ た ．名詞 は格，性 に よ り，動詞 は時制 に よ り語尾

が複雑に変化 した．こ の 語尾変化 （屈折ともい う） に

より単語間 の 文法関係 が 表 され て い た．

　しか し中英語 に な る と語尾変化 も簡潔に な る．名詞

の 格 性 が 消失 し動詞 も規則的 に 変化す るように な り

今日 に 到 っ て い る．語尾変化に よっ て 表 され て い た 文
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法関係 を補 う手段 と し て 前置詞や 助動詞 の 発 達，語順

の 固定化 が 進 ん だ ．

　英 語 が 現在 の よ うに 世界的 に 広 く用 い られるように

な っ た の は 19世紀の イ ギ リス ，20世紀の ア メ リカ の よ

うな英語 使 用 国 が経済大国 に な る と と もに 政治，経済，

文化，科学技術な どあ らゆる分野 で 世界的に 大きな影

響を及ぼす よ うに な っ た の がそ の 原因 で あ る．

　 ともあれ，1500年前 には
一

地方 の 言語に過ぎな か っ

た英語 が今や世界の 共通語 と して 大 きく発 展 した こ の

劇的な変化 に ロ マ ン を感 じ る英語学者 も多い ．

5．2　英語使用国
8》

　 次 に
一

般社会 で の 英語 の 使用状況 を見 て みよ う．母

語 と して の 使 用 人 口 が最 も多い 言 語 は 人 口 12億を擁

する 中国で 使われ て い る 中国語 で あ る が，次 に多い の

が 英語 で ある．

　英語を母語 と し て用い て い る国は 次の 12ヶ 国で あ

る，こ れ らの 国の 人 口 合計は3．9億人 で ある．

（1997年推計値に よ る
y）．以下 も同 じ）

米国，カ ナ ダ （ケベ
ッ ク州 を除く），英国，

ア イ ル ラ ン ド，オ
ー

ス トラ リア ，ニ ュ
ージ

ー
ラ ン ド，ガ イ ア ナ （南米），　 そ れ に

バ ハ マ ，ジ ャ マ イ カ，バ ル バ ドス ，グ レ ナ ダ，

トリニ ダー ド・トバ ゴ の カ リブ海諸 国

　ま た ，英語 を 公 用語 の
一

つ と して して い る 国 は次の

33ヶ 国 で ある．

○ ア ジア ・太平洋地域 （11ヶ国 ）

　　イ ン ド，パ キス タ ン ，バ ン グラデ シ ュ ，

　　 ス リラ ン カ，ミャ ン マ
ー，マ レ ーシ ア，

　　シ ン ガポ
ー

ル ，フ ィ リピ ン ，フ ィ ジー，

　　西サモ ア
， トン ガ

○ 中東 ・地中海 （2ヶ 国 ）

　　イ ス ラエ ル ，マ ル タ

○ ア フ リカ （20 ヶ 国 ）

　 ・ア フ リカ 西 部

　　　ガ ン ビア ，シ エ ラ レ オネ，リベ リア ，

　　　ガーナ ，ナ イ ジ ェ リア，カ メル ーン

　
・ア フ リカ東部

　　　ス
ー

ダ ン ，エ チ オ ピ ア，ケ ニ ア，ウ ガ ン ダ，

　　　 タ ン ザ ニ ア ，マ ラ ウイ

　 ・ア フ リカ 南部

ナ ミ ビア ，ザ ン ビ ア ，ジ ン バ ブ エ ，ボ ツ ワ ナ，

ス ワ ジ ラ ン ド，モ
ー

リシ ャ ス ，レ ソ ト，

南ア フ リカ 共和国

　こ れ ら の 国 の 人 々 が皆英語 を使え る とは お もえない

が ，こ れ ら の 国の 人 口 を単純 に 合計す る と 18．1億人 と

な る ．英語 を母語，公用語 と して 用い て い る 国の 人 口

を単純合計すれば22憶人 となる，

　また，公用語 と して 使 っ て い な くて も英語 を第
一

外

国語 と して 学 ん で い る 人 々 は 世界 の 殆 ど の 国 に 及 ん で

い る ．

　 5．3 世界 の 言語 と英語

　　 今 ま で述 べ て きたよ うに 英語 は 科学技術 の 分野だけ

　 で な く，あ らゆる分野 で 国際語 と して の 地位 を確立 し，

　 こ の 状勢は ず っ と続 き そ う で あ る．

　　 しか し， 世界には多 くの 言語が ある．調査 の つ い て

　 い る 言語 だ けで も3，500種 あ り
10｝
，更 に 未調査 の もの

　 ま で含め る と全 部 で 8，000〜9，000種 に達 しよ うとい

　 う
lv ．

　　 だ が，こ れ らの 言語 の 多くが絶滅 の 危機 に さらされ

　 て い る．人 ロ 移動，同化教育，電子 メ デ ィア の普及 など

　 が そ の 原因 で あ る ．21世紀 中に は 世界 の 言 語 の 90％

　 が 絶滅 の 危機に あ る と言われ て い る，言語使用 人 口 が

　 多 い （例 え ば最低 で も10 万 人） とい う理由 で 大丈夫

　 とみなせ る言語 は 約 600 に過 ぎない とい う
12）

．

　　 言語 は ど の
一

っ を取 っ て も人類 の 貴重な文化遺産 で

　 あるの は勿論 ，言語 の 構造，表現機能，歴史的変遷，

　 地 理 的分布 な ど言語学研究 の 貴重な対象 で あると同時

　 に ， 人 間の 脳や知能 の 解明にとっ て も重要 な研 究素材
卩
　 で ある．動植物 の 種 の 保存が強く求 め られ て い る の と

　 同様，言語 の 保存 も強 く求 められ て い る．国連 も言語

　 の 危機 を訴 える報告書を出 して い る．

　　 こ う した 現状を考え る と益 々 盛ん に な っ て い く国際

　 交流 に は英語 を使 う
一

方 で ，自国語を しっ か り維持 し

　 て い くこ と が 望 ま れ よ う．

参考文献

1 ）H ．Sano，
’‘Japanese　Technical　Information

　　and 　Its　Lingual　Media
”
SAE（Society　of

　　Automotive　Engineers）Paper　860640 （1986）

2 ）H ，Sano，
”
Use　of　Eng1｛sh 　in　Japanese

　　Technical 　Information
”
Proceedings　of　the

　　49th　ASIS（American　Society　for　Information

一133 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Nagoya Bunri University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　 Bunri 　 University

　　Science）Annual　Meeting　300−305 （1986）

3 ） Hedda 　Schulz 著 吉 田 政幸訳　℃ AS オ ン ライ

　　ン 入門
”

（1989）地人書館

4 ＞
“
CAS 　FILES ポケ ッ トガ イ ド

”
　（2000 ）　 化学

　　情報協会

5 ） D．B．　Baker，
“Recent　Trends　in　Chemical

　　Literature　Growth
”
Chemical ＆ Engineering

　　News 　59（22）29 −34 （1981 ）

6）渡部昇
一
　
“
英語 の 歴史

”

　（1991）　大修館書店

7 ）木下裕昭 ほ か 　
“
入門英語学

”
　（1993）文化書房

　　博文社

8 ）S ．McBee ，
‘‘
English − Out ヒo　Conquer　the

　　World
”
US 　News ＆ World 　Report　Feb，18

　　49−52 （1985）

9 ）総務省統計局編　　
“
世界 の 統計 2001年版

”

　　（2001）財務省印刷局

10）亀井孝 ・河野 六 郎 ・千野 栄
一

編著　　
“

言語学大

　　辞典
“
　 （全 6 巻〉　 （1988− 1996）三省堂

11）千野栄
一　

“
言語学 へ の 開か れた扉

”
（1994 ）

　　三 省堂

12）Steven 　Pinker 著　椋田 直子訳 　　
“
言語を生み

　　出す本能
”

（上下 2巻）（1995）　 日本放送出版

　　協会

一134 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


